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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月18日(2010.8.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】プラネタリギヤユニット
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前提部分に基づくプラネタリギヤユニットに関するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　さらに、図１には本発明によるプラネタリギヤユニットを製造する（特にプラネタリギ
ヤユニットを正確に位置決めして組み立てる）ためのプラネタリギヤユニット加工装置１
３も示されており、このプラネタリギヤユニット加工装置１３は、下半部１３ａ及び上半
部１３ｂを備えている。これら下半部１３ａ及び上半部１３ｂは、それぞれスリーブ状の
押込み工具１４，１５と、この押込み工具１４，１５内で軸方向に案内されつつ移動可能
なパンチ１６，１７とで構成されている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
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